
 
 

がん検診で「要精密検査」という判定のかたは 

精密検査での診断を受けるまでが「がん検診」です！ 

 

 

 

がん検診は、症状がない人に対して「がんがありそう（要精密検査）」・「がんがなさそう

（異常なし）」という判定をし、「がんがありそう」とされる人に精密検査で診断し、救命で

きる「がん」を発見することを目的としています。 

 

 

 

 昨年度、実施した「子宮がん」「乳がん」「胃がん」「大腸がん」「肺がん」の検診に

おいて、『要精密検査』の判定を受けたかたは延べ６２４人でした。 

この内、2 月末までに精密検査を受けられたかたは延べ４５２人でした。 

 

《 平成 25 年度 瑞穂市がん検診 精密検査の結果 》 

  
受診者数 

（人） 

要精密検査 

判定者数 

（人） 

精密検査を

受けた人 

（人） 

精密検査の結果（人） 

異常なし 

がん以外の 

異常が 

見つかった 

「がん」が

みつかった 

子宮がん検診 2,572 31 19 9 10 0

乳がん検診 2,884 240 223 91 127 5

胃がん検診  1,022  56  49  1  46  2

大腸がん検診 3,247 238 112 39 70 3

肺がん検診 3,298 59 49 10 37 2

平成 26 年 2 月 28 日現在 
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